
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言が解除されて３か月強が経ちました。緊急事態宣言下、

いわゆる第一波の感染拡大期に、市として様々な分野、それぞれの現場で、どのような対応をし、

どのような課題があったのか、早急に検証し、更なる感染拡大期への備えや対応策を       

講じるべきではないでしょうか。 
 

 

 

 

豊中市教育委員会では、児童生徒１人に１台のタブレットが導入されることを踏まえ、      

新型コロナウイルスの第２波、第３波に備え、学校が休校になった場合に子どもたちの学習を保障

していくため、全教員がオンライン双方向（リモート）での授業が可能になるよう模索しています。 
 

 

 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

 

 

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの影響で多くの病院の経営状況が悪化しており、市立豊中病院も非常に 

厳しい経営状況が予想されます。 
 

 

 

 

 

豊中市では、出産後自宅に帰っても手伝ってくれる人がいない、お産と育児の疲れから体調が

良くないなど、出産後、育児などの支援が必要な人を対象に宿泊型及びデイサービス型    

産後ケア事業を実施しています。 
 

 

 

 

 

 

インフォメーション 

   

 

 

 

発行元  ～Positive Square～ 
 

 

※変更する場合もございますので、議会事務局まで 

ご確認下さい。（議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 

各常任委員会・個人質問共にインターネット中継配信中！！ 


